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亀西コミ協たより 

 栞奈です。家の前のダスト

ボックスの中に入っているご

み袋を、ゴミステーションま

で移動させるところです。 

亀田西中学校区 中学生登校時冬期ボランティア活動 

～五味（支・愛・繋・合・協）出し支援活動～  

 亀田西中学生冬期五味出しボランティア活動は、今年で８年目を迎えました。 

 今年も亀西コミ協竹内会長が亀田西中学生に熱く呼び掛けて下さり、１５０

名を超える生徒たちが応募してくれました。 

 通学路の関係等で、今は３８名の生徒が活動しています。今年の冬は雪が多

かったので、生徒たちは大変だったと思います。 

 今回ボランティア活動１年目の生徒「１年１組 池田さん」と、２年目の生

徒「２年２組 渡辺さん」から感想文を書いていただきました。 

                            広報部  栗原 
 

                         わたしは、亀田西中学校が毎年ゴミ出 

                しボランティアをしていることを、姉か 

                ら聞いて自分が中学生になったら、やっ 

                てみたいと思っていました。 

                                                いざ、やってみて思ったことは、雨の 

                日や雪の日は晴れの日と違って、歩きに 

                くく、また、ゴミステーションの場所が 

                遠い方もいるので、大変だと思いました。 

                 わたしたちがこのボランティア活動を 

                することで、利用者の方々に喜んでもら 

                えたらとてもうれしいです。 

                        １年１組 池田 栞奈 
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 毎年恒例の江南区役所と亀田西小学区内の自治・町 

内会長とコミ協理事との意見交換会を平成３０年２月 

９日（金曜日）亀田市民会館にて開催しました。 

 冒頭竹内会長から、１月２１日のふれ愛もちつき大 

会が、西小学校でインフルエンザが蔓延している等の 

理由から中止をした旨の説明がありました。 

 意見交換会の場では、今年になって県内は大雪に見 

舞われ、除雪に対して区役所の姿勢を問う質問や、市 

の財政が厳しい中でコミ協に対して、補助金の減額は 

あるのか等の意見が出されました。 

 私は２年間この活動に参加しています。 

１年目では様子が分からず、挨拶も小さな 

声でしたが、２年目になると少しずつです 

が変わって来ました。『笑顔で挨拶』する 

と、その家の方から「道路がすべりやすい 

から、転ばないようにね」と優しく声を掛 

けて下さいました。 

 最初は手助けしたいと言う気持ちから始 

めましたが、今では逆に私の方が嬉しい気 

持ちにさせられたり、励まされたりしてい 

ることに気付きました。 

 来年は私が町の方々に元気を上げられる 

よう声掛けをしながら積極的に活動しよう 

と思っています。 

         ２年２組  渡辺 舞 

 渡辺 舞です。家の前のダストボッ

クスの中に入っていたごみ袋を、ゴ

ミステーションまで移動させている

ところです。 

舞「おばあちゃん、おはようございます」 

おばあさん「おはよう、舞ちゃん。今日も元気

で学校行ってらっしゃい」 

～スローガン～ 

カメダ西 大きな輪になれ 笑顔と行動 

意見交換会 



-3-

　

　亀田５２区西町自治会は、第４保育園と亀田排水路公園の間で西町公園を囲むように位置しており、
西町３丁目と５丁目、６丁目の一部で約２３５世帯です。
　当自治会で毎年実施している行事と活動を紹介しますと、その基本的な考え方は、会員がお互いを知
ることと、大勢の方々が参加することだと思っています。
　新年度が始まって５月に最初の活動として、亀田地区一斉クリーン作戦とともに側溝の清掃をほぼ全
世帯の方々が参加しています。
　１０月にはレクリエーション活動として、亀田西小学校子ども会・亀田西中学校補導会・高齢者クラ
ブそして自治会の４団体共催で、世代間交流との位置づけで豚汁会で楽しんでいます。
　また、１１月には、亀西会館で園児から高齢者までの作品（絵画・手芸・写真・書・ちぎり絵・花
等）を展示する文化祭を行っており、各種行事をとおして自治会の親睦を計っています。
　毎年恒例の亀西コミ協の「ふれ愛運動会」「ふれ愛もちつき大会」に自治会として参加しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治会長　高橋　登世栄

亀田５２区西町自治会 

 環境福祉部会では、平成２９年１０月２１日（土） 

亀田西小学校ＰＴＡ半日奉仕活動に参加しました。 

 男性と５年生の男子がグランド側溝の泥上げで、女 

性は校舎脇の花壇の草取りを行いました。 

 グランドの側溝の泥上げは、側溝のふたが重く、重 

労働でしたが、ＰＴＡの若いお父さん方と５年生の男 

子が一致協力し泥の運搬などで汗をかいていました。 

 年に一度ですが、亀田西小学校の環境整備に関わる 

ことの出来る有意義な活動です。 

   参加していただきました皆さまありがとうございま 

した。                  環境福祉部会長  清野 

荻曽根２５町内会 

  私達の町内は、元町４丁目と荻曽根１～５丁目で構成されてい 

 ます。町名冠りの「荻曽根」は村社史によれば、寛永１５（１６ 

 ３８）年です。「藤五郎」を始め梅の産地でもあり、「亀田梅ま 

 つり」には、近郊の人達が多く訪れています。 

  町内は約４００世帯で、商店や企業は少ない地域です。町内の 

 行事は、宅地開発と相まって転入者も増え、小・中学生の保護者 

  で組織する補導部が、いろいろな行事を催しているていますが、夏休みに神社境内での夜店は、縁日 

のようである。一方、７５歳以上の方々も多く、町内会が民生委員にも協力してもらい、毎年「敬老 

会」に前後して、出席者を募り会食を行い、祝意と感謝を込めて懇親を深めています。また、出席で 

きない方には、記念品を贈呈しています。                 町内会長 田中 啓 

敬老会の様子 

西小ＰＴＡ半日奉仕 



-4-

コミュニティ協議会の運営・活動は、新潟市の補助金を受けて実施しています。

≪防災まめ知識≫
・非常事態が発生した時に恐ろしいのはデマです。携帯ラジオがあれば、正しい情報が得られます。電池の交
換も忘れずに！
・紙おむつ、粉ミルク、入れ歯など、家族状況によって必要なものを用意しましょう。
・トイレが使えないと精神的のかなりのダメージが。余裕があれば簡易トイレも準備しておきたいもの。

　

平成２９年度 亀西コミ協 研修会  

水理模型実験場の見学 

 平成29年10月30日（月）今年度の研修会では、３ヶ所＋α視察 

に行きました。我々を乗せたバスは、江南区役所を予定どおり８時 

３０分に出発し、最初の視察地の新潟市入船町にある「国交省新潟 

港湾空港技術調査事務所」に到着しました。 

 ここは、港内への波の伝わり方や港湾構造物の安定性などを模型 

を用いて実験していルところです。 

 特長は、建物内の面積は約4,000ｍ2で、大きな水槽があるため 

に、中央部には“柱が1本もない”ところです。 

   視察した日はメンテナンスの真っ最中だったため、残念ながら実 

験状況の見学は出来ませんでした。 

 また、ここの岸壁には、大型浚渫兼油回収船「白山」が配備され 

ており、通常は新潟西港において浚渫作業を行っていて、大量油流 

出事故が発生した場合は直ちに現場に急行して油回収作業を行うこ 

とです。 

 次に、阿賀野市の「ヤスダヨーグルト工場」を見学しました。 

 ここでは、ヨーグルトを生産しているラインの大きなガラス窓か 

ら、製品が出来上がるところが、見て取れました。 

 見学後には、工場敷地内の『Ｙ＆Ｙガーデン』でおみやげを買う 

ことが出来ました。 

 次は昼食会場の「三川観光きのこ園」に行きました。 

 普段は会場内できのこ狩りを楽しむことが出来ますが、当日はと 

ても寒かったため、きのこ狩りをしている方はあまり居ませんでし 

たが、参加者の一部の方がきのこ狩りを楽しんでいました。 

 昼食は皆さんさまざまで『きのこ汁』を食べている方、ここぞと 

ばかり『きのこの天ぷら』を食べている方、まだ明るい！？のに、 

一足早く宴会を開いている方もおりました。 

 最後に＋αの「三川将軍杉」を見ました。将軍と言うだけに、 

とても大きな杉でした。 

水理模型実験場で撮影 

ヤスダヨーグルト工場 

三川将軍杉 

将軍杉 

  インフルエンザの影響で「ふれ愛もちつき大会」は、協議の結果「中止」となりました。 

 地域のみなさんが楽しみにしていたのに残念でした。 

                                                                  広報部                         


